
令和６年１０月吉日  
関係各小・中・義務教育学校長様 
                        全国小中学校環境教育研究会  会長 關口 寿也 

                           東京都小中学校環境教育研究会 会長  箱﨑 高之 
 

 

 

 

 
 

【 第 二 次 案 内 】 
 

暮秋の候、皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。さて、全国小中学校環境教育

研究会、東京都小中学校環境教育研究会では、標記の大会を開催いたします。つきましては、全国各地の小

中学校、教育関係者をはじめ、多くの皆様のご参加をいただき、環境教育及び ESD のさらなる充実と発展を  

図るべく、ここにご案内申し上げます。 

 
 
 

 

 

 
 

【日 時】   令和 6 年 12 月 26 日（木） １３時００分～１６時４５分 

   場所 エコギャラリー新宿 東京都新宿区西新宿 2-11-4 （新宿中央公園内） 

         対面開催 または 後日期間限定録画配信 を選択できます。 
 

 

【時 程】13:00 13:30   13:40         14:40 14:50 15:00             16:30  16:45 

受付 開会式 研究発表 講評 休憩 講 演 閉会式 

 

【講 演】 「ＥＶシフトはＣＯ２ 削減の救世主になれるのか？」 

       講師 Touson自動車戦略研究所 代表 自動車・環境技術戦略アナリスト 

愛知工業大学工学部客員教授  博士（工学） 

藤村 俊夫 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

《研究主題》 持続可能な社会づくりのための環境教育の推進 
        環境教育によって育む学力と環境保全意識 

 

 ＜講師プロフィール＞  

1980年に岡山大学大学院工学研究科修士課程を修了後、トヨタ自動車工業

(現トヨタ自動車)入社。本社技術部にて 24 年間、新エンジンの開発、エンジン

のシステム部品設計に従事。2004年に基幹職 1級（部長職）となり、将来エンジ

ンの技術開発推進、パワートレーン戦略策定などを行う。 

2011 年に愛知工業大学に転出し、工学部機械学科教授として機械設計工

学、熱力学、自動車工学概論などの講義を担当。2018 年 4 月京都市へ転居と

同時に同大学工学部客員教授となり、Touson 自動車戦略研究所を立ち上げ、

自動車関連企業数社の顧問をはじめ、コンサルティング、執筆・講演活動など

を行う。 

自動車技術会 代議員／論文校閲委員、機械学会会員。2003 年「ディーゼ

ル PM、NOx同時低減触媒システム DPNR」で日本機械学会技術賞受賞 

著書に『EV シフトの危険な未来 2022 年 4 月発刊』『カーボンニュートラルを

実現する自動車・エネルギー産業のあるべき「経営・開発」2022 年 9 月発刊』

（共に日経 BP）がある。 



【研究発表 口頭発表】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【主 催】  全国小中学校環境教育研究会 ＜ https://kankyokyoiku.jp/ ＞ 

 東京都小中学校環境教育研究会 ＜ https://kankyokyoiku.jp/tokyo/ ＞ 
 

【後 援】  文部科学省  環境省  東京都教育委員会  新宿区教育委員会  全国連合小学校長会 

全日本中学校長会  東京都公立小学校長会   東京都中学校長会   

日本教育公務員弘済会東京支部  日本ESD学会  日本環境教育学会  ESD活動支援センター  

関東地方 ESD活動支援センター    
 

【申し込み】  

本会ホームページからお申し込みください。  

※ 対面での参加は先着１００名となっております。 

全国小中学校環境教育研究会ホームページ  https://kankyokyoiku.jp/ 

◆申し込み締め切り 令和６年１２月１９日（木） 
 

【参加費】 ２，０００円（資料代） ただし、全国会員は無料 

◆お申し込み後に確認メールが届きます。記載されている口座へお振込みください。 

 
 
 

大会事務局     世田谷区立城山小学校  校長  佐藤 弘典 
ＴＥＬ 03-3429-2062  ＦＡＸ 03-3429-2049 
E-mail kou031@setagaya.ed.jp 

 

１ 地域と協働で取り組む環境教育の推進 
～４年生「カーミージー探検隊」海の観察等を通して～ 

沖縄県浦添市立港川小学校  校    長 金城 勝己  
学年主任 喜屋武 仁 

  

２ 日本らしい自然の再生 ～子供たちと自然をつなぐ体験活動プロジェクト～ 
東京都江戸川区立小松川小学校 校長 坂野 眞太郎 

 

３ 持続可能な社会を実現するための行動を考え、進んで社会に参画しようする児童の育成 
～高見の山・川・海を題材とした「総合的な学習の時間」の探究学習を通して～ 

広島県尾道市立高見小学校 校長 金子 恵子 
 

４ 地域の宝を誇りとし 大切にする児童生徒の育成を目指して 
～ユネスコスクールとして小中一貫で取り組む自然体験活動～ 

山梨県南アルプス市立芦安小中学校 校長 根津 盛吾 
 

５ 持続可能な社会の担い手を育むための教育の推進 
～ふるさとの海に親しみ、ふるさと愛を高める活動を通して～ 

福井県小浜市立内外海小学校 校長 一瀬 泰史 
 

１ ふるさと学習を核とした環境教育の推進 

～小学校で育てるＳＤＧｓへの問題意識と地域、関係機関と協力した取組～ 

福井県大野市立阪谷小学校 校長 芦原 邦弘 
 

２ キャリア教育を要とした小中 9年間を見通した環境教育を実践するためのカリキュラムマネジメント 

～生きる力を育み、ふるさとに誇りをもつ生徒の育成～ 

広島県広島市立湯来中学校 校長 大塚 由美 
 

３ 持続可能な社会づくりのための環境教育の推進   

～環境教育によって育む学力と環境保全意識～ 

東京都小中学校環境教育研究会 会   長 箱﨑 高之  

東京都小中学校環境教育研究会 研究部長 鈴木  元 

 

３ 
【研究発表 誌上発表】 


